
運行
スタート！

地域の皆様の取組意向

移動しやすく
暮らしやすいまちに
したい！

運行計画の作成

地域でアンケート

を実施

利用状況チェック

地域でアンケートを実施

●どんな事業なの？

●取組体制 検討 ・ 伴走

市役所・区役所

取組主体 ・ 利用促進

住民・企業 交通事業者
運行 ・ 安全管理

検討・伴走 補助金交付

横浜市
みんなのおでかけ交通事業
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帰り雨だったら
どうしよう…

子どもとの移動は
大変…

障害のある家族が
出かけられなくて心配…

タクシーがいつ
来るかわからない…

子どもの習い事の
送迎が大変…

免許返納して移動手段が
なくなった…

買い物は帰りの
荷物が不安…

マイカーの運転も不安…

歩くのが辛くなった…

1
導入前 移動に関する様々な課題が聞こえてきます。

あなたの地域にもあてはまる課題はありますか？

２

出かけている人を
見かけなくなった…



マイカー移動が
減った

友人との交流が
増えた

免許を返納した

町で知り合いと
会う機会が増えた

身近な場所で乗り降り
できて便利

荷物を気にせず
たくさん買い物できた

楽に移動できて
便利

出かける日が
増えた

自分のまちが
元気になった

駐車場の心配もないし、目的地の前に着いた！

行動の変化

気持ちの変化

まちの変化

運転しなくていいし、安全だった

誘ってお出かけするのが趣味になった

仕事の都合の心配が減った 地域のイベントの参加が増えた

久々に出かけてみたら、楽しかった！

外出する人が増えて、にぎやかになった！

重い荷物を持って歩かなくていいのが嬉しい

身近な商店やクリニックの利用が増えた

家事や自由な時間が増えた
お出かけが計画的にできる

子どもと安心して
お出かけできた

送迎を頼れて
心のゆとりができた

夏は涼しく、冬は暖かく快適

導入後 移動手段の導入で、１人ひとりの行動に変化が生まれ

まちに住む方の「小さな幸せ」につながるかも。

移動手段の導入で、１人ひとりの行動に変化が生まれ

まちに住む方の「小さな幸せ」につながるかも。

雨の日の帰宅も
安心

決まった時間だから
予定を組みやすい
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2導入までの流れ

４

自分と同じく移動に困って
いる人がいるかも…

坂道が多くて買い物が
大変になってきた…

高齢者だけでなく、
子育て世帯や障害のある方など、
いろんな人に使って
もらえるようにしたいね。

1. 課題を
共有する アンケート

調査

２. 運行計画
をつくる

３. 運行事業者
を決める

４. 運行に
向けた準備

５. 運行
スタート！

地域の
移動に関する
様々な課題

移動の
課題解決！

もっと
住みやすい
まちへ

グループ登録

停留所の
位置調整等

運行状況の
モニタリング

利用促進
活動

●●スーパーはよく行くから、
ルートに入れたいな。

この道は見通しが悪く危ないので
こっちの道の方が安全です。

アンケート結果など様々なデータを見ると
●●駅を結ぶルートがよさそうです。

この時間はあまり使われていないね…
こんなルートならもっといろんな人に使ってもらえるかも！

ゴミ置き場の横の空き地を停留所に活用
できないか、持ち主に確認してみよう！

地域のみなさんの声を知るために、
アンケートをとってみましょう。



検討期間

約１.５～２年

約１年

検討開始から運行までのフローと役割分担

フェーズ 項目 地域
住民

交通
事業者 横浜市

１. 課題を共有する

（１） 事前相談

（２） 移動動向アンケートの実施

２. 運行計画
をつくる

（１） 運行計画案の作成

（２） 推計利用者数の算出

４. 運行に向けた
準備

（１） 道路管理者 ・交通管理者との調整

（２） 周辺のバス・タクシー事業者との調整

（３） 停留所設置箇所の地先調整

（４） 地域公共交通会議等への付議

（５） 運行準備

（６） 運行に係る協定締結

３. 運行事業者
を決める

（１） 活動団体の設立 （グループ登録等）

（２） 募集要件のとりまとめ

（３） 募集要件の公表

（４） 応募内容審査 ・事業者の選定

５. 運行スタート！

実証運行

最大３年間

本格運行

（１） 運行状況のモニタリング

（２） 利用促進活動

（３） 運行計画の見直し ・改善

運行開始

車両調達 ・停留所設置
各種申請等（ ）

事業者への周知
HPへの掲載（ ）

配布 ・回収 印刷 ・ 集計 ・ 分析

※　「交通事業者」 については、 フェーズ１、 ２は周辺の交通事業者、 フェーズ４、 ５は運行事業者を

　　　意味します。

※
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「鉄道駅から 800m 以内」または

「バス停から 300m 以内」の地域

公共交通圏域図

（※１） 白地を含まない地区への支援など詳細については、「横浜市みんなのおでかけ交通事業に関する手引き」

　　　　　をご覧ください。

（※２） 最長３年間。 ２年連続で運行継続条件未達の場合は運行を中止し、 再検討を行います。

　取組地区に「公共交通圏域外」（白地）が含まれる地域を中心に支援していきます。

本パンフレットでは、公共交通圏域外を含む地区への支援内容についてお示しします。

支援内容3

公共交通圏域
公共交通圏域外
非住宅系土地利用
鉄道駅
鉄道路線

６

（２）支援継続条件（路線定期運行、デマンド型運行の場合）

（１）支援地区の考え方

　運行継続には、以下に定めた収支率を達成する必要があります。

４年目以降　　　　（48 か月経過後）

１年目終了時点 （12 か月経過後）

２年目終了時点 （24 か月経過後）

３年目終了時点 （36 か月経過後）

収支率 25％ 以上

収支率 35％ 以上

50％収支率 以上

収支率 50％ 以上

実証運行

本格運行

（※２）

（※１）



７

  ルート・時刻を定める「路線定期運行」を基本とします。公共交通圏域外を含む広域をカバーできる

場合は、企業などが主体となる「デマンド型運行」の適用も可能です。

（３）導入する交通サービス及び支援内容

バス・タクシー事業者などのドライバーによる運行

地域の担い手による運行

①路線定期運行

・ 運行経費と運賃収入等の差額補助

・ 運行経費と運賃収入等の差額補助

　（50％かつ上限 600 万円 / 年を上限）

実証運行

本格運行

・ その他 （車両費、 バス停設置費、

　利用促進費　等）

②デマンド型運行

実証運行

本格運行

・ 運行経費と運賃収入等の差額補助

・ システム費補助

　（上限 520 万円 / 年）

・ 運行経費と運賃収入等の差額補助

　（50％かつ上限 600 万円 / 年を上限）

・ システム費補助 （上限 520 万円 / 年）

・ その他 （車両費、 バス停設置費、

　利用促進費　等）

③地域の輸送資源の活用

実証運行 本格運行 車両費、 保険料、 燃料費補助など及び

     「路線定期運行」などの導入が難しい場合でも、マイカーを活用した地域の支え合いによる「ボラン

ティアバス」や施設の送迎車両を活用した「地域貢献送迎バス」など、地域の輸送資源を活用した運行

の適用が可能です。

乗降スポット

予約あり

・ 広いエリアを効率よく運行
・ 予約に応じてルートを決定
・ 予約が必要

・ 普通のバスと同じ
・ 決まった時刻、 ルート
・ 予約不要

駅

需要が小さいエリアでも運行可能



Q&A
Q.1 どのように活動を始めればよいですか

　まずは担当部署 （都市整備局地域交通推進課ま 

たは各区区政推進課） へご相談ください。 移動に 

関するお困りごと等についてお伺いするとともに、 

本事業の内容や活動の進め方、 地域の皆さまに担

っていただく役割などについてご説明いたします。

　実証運行段階は、 収支率を２年連続で達成出来 

なかった場合は、 実証運行を中止し、 地域、 運

行事業者、 横浜市の３者で取組の方向性について

協議を行います。

　本格運行段階は、 公共交通圏域外を含む場合、

運行経費の 50％ にあたる額が本事業における

補助の上限額となりますので、これを達成出来ない

場合は運行の継続が困難となります。 （地域、

交通事業者等が不足額を補う場合は継続可能）

Q.2 活動を進めていく中で、地域ではどの
         ようなことをする必要がありますか

Q.3 運行継続条件の収支率が達成できなかっ
         た場合はどうなりますか

　地域の皆さまが主体となって課題をしっかりと把

握し、 合意形成を図りながら活動を進めていくこと

が重要です。 具体的には、 移動動向アンケ―トの

配布 ・ 回収、 バス停留所候補地の周辺住民への

協力依頼、利用啓発活動等を担っていただきます。

「２導入までの流れ」 も併せてご確認ください。

Q.4 敬老パスは使えますか

2025 年４月発行

横浜市都市整備局地域交通推進課　〒231-0005　横浜市中区本町６－50－10

TEL ： 045-671-3800　FAX ： 045-663-3415

取組にあたっての留意点

８８８８

地域のもりあがり 持続可能な交通サービス

今ある公共交通を活かす安全安心な運行

　地域の皆さまが主体となって移動の課題を

しっかり把握し、 地域の総意として　　　　

　　　　　 の導入に向け取り組むことが必要

です。

　プロのドライバーであるバス ・ タクシー事業

者による運行を基本とします。

　地域で　　　　　　　を定着させるために

は、 多くの方々の 利用による運賃収入が必要

不可欠です。 運賃収入のほか、 地元企業等に

運行のサポーターとなってもらうことも考えられま

す。

　              は、 鉄道やバスを補完する

交通サービスです。 検討の際は、 周辺のバス

路線等と役割を分担することが必要です。

　令和７年 10 月より　　　　　　　 でも利用可能 

となります。敬老パスを提示することで半額程度の

割引運賃で乗車できます。

　あわせて、 福祉パス ・ 特別乗車券も利用でき、

提示することで無料で乗車できます。 誰にとっても

利用しやすい                        となるよう検討し

ましょう。
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